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足
寄
ふ
る
さ
と

足
寄
ふ
る
さ
と

  
ラ
ワ
ン
ぶ
き
ま
つ
り
２
０
２
５

ラ
ワ
ン
ぶ
き
ま
つ
り
２
０
２
５

　
６
月
22
日
、
足
寄
ふ
る
さ
と
ラ
ワ
ン
ぶ
き

ま
つ
り
（
実
行
委
員
会
主
催
、
山
下
昇
会
長
）

が
道
の
駅
あ
し
ょ
ろ
銀
河
ホ
ー
ル
21
前
広
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
観
光
客
や
家
族
連
れ
な
ど
町
内

外
か
ら
約
２
０
０
０
人
が
来
場
。
と
か
ち
青

空
レ
デ
ィ
石
崎
万
友
佳
さん
や
ア
ユ
ミ
ち
ゃ
ん
、

初
代
ア
ユ
ミ
ち
ゃ
ん
も
参
加
し
て
イ
ベ
ン
ト

を
盛
り
上
げ
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
雌
阿
寒
太
鼓
保
存

会
が
登
場
し
、
勇
壮
な
太
鼓
の
演
奏
を
披
露
。

町
民
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
に
は
、
足
寄
中
学
校

吹
奏
楽
部
や
足
寄
ジ
ュ
ニ
ア
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、

足
寄
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
が
出

演
し
観
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
足
寄
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に

よ
る
ラ
ワ
ン
ぶ
き
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
即
売
会
が

行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
が
ラ
ワ
ン
ぶ
き
を

求
め
て
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　
町
商
工
会
青
年
部
の
ア
ユ
ミ
ち
ゃ
ん
ふ
わ

ふ
わ
ド
ー
ム
、
フ
キ
を
模
し
た
輪
投
げ
の

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に

遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

マ
ジ
シ
ャ
ン
た
っ
ち
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
、
ツ
イ
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
Ｐ
Ｌ
ｕ
ｔ

ｏ
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
が
会
場
を
沸
か

し
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
会
場
の
盛
り
上
が
り

は
最
高
潮
に
。
最
後
に
は
も
ち
・
パ
ン
ま
き

が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
て
イ

ベ
ン
ト
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
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１．阿部農場（阿部喜一さん）の自生
螺湾ブキ農場

２．収穫したフキは箱詰めされて全
国へ

３．「ラワンブキと挽肉ののっけ飯」
に大満足

４．「ラワンブキと挽肉ののっけ飯」
　　（写真左下）
５．「ラワンブキの青空教室」で螺

湾ブキの苗を観察
６．螺湾ブキを観察してスケッチ
７・８．おいしいフキのきんぴらに

大喜び
９．鳥羽農場で開催された「ラワン

ぶき狩り」

足
寄
の
初
夏
の
味
覚

足
寄
の
初
夏
の
味
覚

北
海
道
遺
産
「
螺
湾
ブ
キ
」

北
海
道
遺
産
「
螺
湾
ブ
キ
」

２

８

５

３

４

７

１

６

９ 　
今
年
も
螺
湾
ブ
キ
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
爽
や
か
な
山
菜
の
風
味
と
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ

の
食
感
。
大
き
く
て
柔
ら
か
く
、
カ
ル
シ
ウ
ム

や
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
が
豊
富
な
町
自
慢
の

特
産
品
で
す
。

　
足
寄
小
学
校
の
２
年
生
を
対
象
に
し
た
食
育

授
業
「
ラ
ワ
ン
ぶ
き
の
青
空
教
室
」
が
町
鷲
府

の
鳥
羽
農
場
（
鳥
羽
翔
太
さん
）
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
児
童
た
ち
は
身
長
よ
り
も
大
き
な
螺
湾
ブ

キ
を
じ
っ
く
り
と
観
察
し
、
ス
ケ
ッ
チ
を
し
ま

し
た
。
ま
た
螺
湾
ブ
キ
の
試
食
が
行
わ
れ
、
講

師
の
鳥
羽
昇
子
さん
特
製
の
味
噌
を
付
け
て
食
べ

て
い
ま
し
た
。
お
か
わ
り
す
る
様
子
も
見
ら
れ

「
ま
だ
食
べ
た
い
！
」
と
い
う
元
気
な
声
が
飛

び
交
い
ま
し
た
。

　
毎
年
こ
の
時
期
は
、
学
校
給
食
に
螺
湾
ブ
キ

が
登
場
し
ま
す
。
児
童
ら
は
「
お
い
し
い
」
と

大
き
く
口
を
開
け
て
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り
で
は
螺
湾
ブ
キ
の

き
ん
ぴ
ら
が
登
場
し
、
園
児
た
ち
は
旬
の
味
覚

を
味
わ
い
ま
し
た
。

２０２５体育祭・運動会２０２５体育祭・運動会

６月７日　大誉地小学校大運動会６月７日　大誉地小学校大運動会

５月31日　足寄中学校体育祭５月31日　足寄中学校体育祭

６月７日　足寄小学校大運動会６月７日　足寄小学校大運動会

６月７日　芽登小学校 ・保育所運動会６月７日　芽登小学校 ・保育所運動会

６月７日　螺湾小学校合同大運動会６月７日　螺湾小学校合同大運動会



772025.７2025.７
広報あしょろ広報あしょろ 66 2025.７2025.７

広報あしょろ広報あしょろ

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
第
18
代
目
の
国
際

交
流
員
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
、
ブ
リ
ア
ー

ナ
・
ラ
ヴ
ィ
ー
ナ
と
申
し
ま
す
。

　
私
が
足
寄
町
の
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
と

の
姉
妹
都
市
交
流
に
つ
い
て
初
め
て
知
っ
た

の
は
２
０
１
７
年
の
こ
と
で
し
た
。
当
時
、

私
の
家
族
が
足
寄
町
か
ら
来
た
高
校
生
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
私
は
日
本
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
彼
ら
が
滞
在
し
て
い
る
間
、
私

は
彼
ら
か
ら
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

互
い
の
文
化
や
習
慣
の
違
い
、
言
葉
を
越
え

て
意
思
が
通
じ
た
時
の
喜
び
、
こ
れ
ら
の
体

験
が
私
と
私
の
家
族
に
と
て
も
大
き
な
影
響

を
与
え
、
そ
れ
以
降
私
の
家
族
は
毎
年
足
寄

高
校
の
生
徒
た
ち
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
滞
在
し
た
生
徒
た

ち
と
は
、
本
当
に
貴
重
な
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
が
、
中
で
も
、
我
が
家
に
６
カ
月
間
長

期
滞
在
し
た
生
徒
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
私
は
彼
女
と
一
緒
に
ウ
ェ
タ
ス
キ

ウ
ィ
ン
市
の
高
校
に
通
い
な
が
ら
一
緒
に
生

活
を
し
ま
し
た
。
一
緒
の
時
間
を
共
有
し
た

こ
と
で
、
私
た
ち
は
と
て
も
強
い
絆
で
結
ば

れ
、
彼
女
が
私
の
本
当
の
家
族
の
一
員
の
よ

う
に
過
ご
し
た
こ
と
で
、
日
本
に
対
す
る
興

味
が
増
し
、
新
し
い
こ
と
へ
挑
戦
し
た
い
気

持
ち
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　
足
寄
町
の
高
校
生
と
交
流
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け
と
な
り
、
私
は
い
つ
か
足
寄
町
を
訪

れ
て
み
た
い
、
そ
し
て
足
寄
高
校
の
生
徒
た

ち
が
私
の
人
生
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を
与
え
て

く
れ
た
よ
う
に
、
私
自
身
も
足
寄
町
の
皆
さ

ん
の
人
生
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を
与
え
た
い
と

プロフィール 思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
足
寄
町
の
文
化

や
習
慣
を
、
身
を
も
っ
て
体
験
し
、
ま
た
生

涯
に
渡
っ
て
続
く
友
情
を
築
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
日
本
の
お
い
し
い
料
理
を
食
べ

た
り
、
日
本
の
生
活
様
式
を
楽
し
ん
だ
り
、

日
本
語
を
学
ん
だ
り
…
新
し
い
こ
と
に
た
く

さ
ん
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。
日
本
の
伝

統
的
な
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
も
深
め
、
足

寄
の
歴
史
や
町
民
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
も
っ

と
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

私
の
持
て
る
力
を
使
っ
て
、
一
生
懸
命
英
語

教
育
に
も
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
改
め
て
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
機
会

を
い
た
だ
き
、
ま
た
足
寄
町
に
温
か
く
迎
え

て
く
だ
さ
り
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
！

ブリアーナ・ラヴィーナ
２００１年２月25日生まれ　24歳
・ブリアーナさんの家族は足寄高校の訪
問団のホストファミリーを長期に渡っ
て務め、足寄町との姉妹都市交流に積
極的に携わる。
・趣味はダンスと旅行すること。

皆さん、はじめまして！

　　　新たに国際交流員が着任しました！

国際交流員の
ブリアーナです！

　国際交流員はカミールさんとブリアーナさんの２人体制になります

町ホームページのあしょろルポでは、取材写真
を多数掲載しています。ぜひご覧ください。写真画像のデータをご希望の方は広報広聴担当まで

大きくなあれ！

足寄町家畜品評会
　第63回足寄町家畜品評会（主催：足寄町農
業協同組合）が愛冠農協畜産センターで行わ
れました。品評会では肉用牛の月齢などの６
部門と乳用牛の月齢２部門に分かれ、審査員
が発育状況や体型を審査しました。肉用牛の
最高位賞は遠國和宏さんの「かな」、乳用牛は
松山慶太さんの「ユウキリンリン　ＰＪ　スイ
ートポテジヤガ　ＲＥＤ」が獲得しました。

町認定こども園どんぐりでＪＡあしょろ青年部の
協力の下、畑づくりが行われました。

6/126/12

　町認定こども園どんぐり（大風諭美園長）
で、本別警察署（伊林潤署長）が交通安全教
室および旗の波街頭啓発活動を行いました。
園児らは横断歩道の渡り方を教わった後、国
道２４２号線沿いの歩道で手作りの旗を掲げ、
降雨安全の啓発を行いました。またパトカー
や白バイの乗車体験も行われ、園児らは笑顔
で楽しんでました。

交通ルールを守ろう

5/285/28 6/56/5

らいおん組らいおん組 ぱんだ組ぱんだ組

5/275/27

5/295/29

楽しく泳ごう
　水泳少年団に加入していない児童を対象と
したジュニア水泳教室（町教育委員会主催、
全６回）が町温水プール（毛利尚明館長）で
開かれ、29人が参加しました。
　子どもたちは町水泳協会会員指導の下、ビ
ート板などの道具を使って丁寧に泳ぎの基礎
を学びました。

「かな」と遠國「かな」と遠國ささんん（左）（左）
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Ashoro Information
まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

交通規制のお知らせ

足寄町赤十字奉仕団の団員を
募集しています

　足寄町赤十字奉仕団は、赤十字が掲げる博愛
人道に基づき、明るく住みよい社会を築き上げ
ていくため、災害時の炊き出しとそれに備えて
の訓練、社会ボランティア活動など、さまざま
な奉仕活動を行う団体です。
　現在、団員の減少により活動する
ことが厳しい状況です。あなたの力
を地域のために生かしてみませんか。

詳　細　役場こども・健康課福祉担当
　　　　☎２５－２２１６

①南５丁目仲通整備工事、配水管移設工事：南６条５丁目（10月31日㈮まで）
②南６条６号通整備工事、配水管移設工事：南６条５丁目（11月上旬まで）
③道路ストック修繕（足寄白糠線）工事：稲牛（10月31日㈮まで）
規制内容　①一時通行止め
　　　　　②施工区間ごとによる片側交互通行または通行止め
　　　　　③片側交互通行
※関係地域の皆さんには、大変ご迷惑をお掛けしますがご理解とご協力をお願いします。

詳　細　①②③役場建設課土木担当　☎２８－３８６４
　　　　①②役場建設課上下水道工務担当　☎２８－３８６８

一定面積以上の土地取引には国土
利用計画法による届け出が必要です

　国土利用計画法に規定する一定面積以上の土
地取引を行ったときは、契約締結日から２週間
以内に、譲受人（権利取得者）は土地の利用目
的および取引価格等を土地の所在する市町村に
届け出る必要があります。
　一定面積以上とは、都市計画区域５，０００
㎡以上、都市計画区域以外１０，０００㎡以上
になります。なお、取得する面積の合計が一定
面積以上となる一団の土地の一部を取得する場
合にも、届け出が必要です。届け出は、市町村
を経由して北海道知事に進達されます。届け出
をしなかったり、虚偽の届け出をすると６カ月
以下の拘禁刑または１００万円以下の罰金に処
せられる場合があります。

詳　細　役場まちづくり推進課企画調整担当
　　　　☎２８－３８５１

　提出書類等詳細は電話で問
い合せいただくか町ホームペ
ージでご確認ください。 ⇒

町ホームページ

中島通
公園

①
②

中
島
通

③

南６条５丁目

中足寄

稲牛

足寄
小学校

無料相続登記相談会

　釧路地方法務局帯広支局では、相続登記相談
会（１組30分、予約制）を開催します。
日　　時　７月22日㈫　午前11時～午後３時
場　　所　町民センター
受付期間　７月18日㈮まで

詳　　細　釧路地方法務局帯広支部
　　　　　☎０１５５－２４－５８３７

Ashoro Information
　　　まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

20歳以上の女性の皆さんへ
子宮・乳がん検診費用助成クーポンのご案内

講演会「性の多様性を知る
～ＬＧＢＴＱってなに？」を開催します

　世界的に「性の多様性 ( 性的マイノリティ)」
への理解促進に向けた動きが進んでいる中、本町
も町民一人ひとりが性の多様性への理解を深める
きっかけとし、よりよいまちづくりにつなげてい
く事を目的として講演会を開催します。
日　時　８月５日㈫　午後１時30分～３時30分
場　所　町民センター多目的ホール
講　師　武藤　義弘　氏
　　　　( レインボーファミリー札幌代表 )
講師プロフィール
　札幌のＬＧＢＴコミュニ
ティを拠点に「家族へのカ
ミングアウト」をサポート
する活動「レインボーファ
ミリー」を運営、自ら代表
を務める。
　２０１８年１月よりＬＧＢＴ講演の講師を務め、
現在まで約50講演に登壇。主に北海道内の自治体
や教育機関を中心に活動中。

　帯広市や町内医療機関での子宮頸
けい

がん、乳がんの検診費用の一部を町が助成し、集団検診と同様
の金額でご自分の都合の良い時に受診が可能です。子宮がん・乳がんのどちらも早期発見により適
切な治療が行われれば良好な経過が期待できます。ぜひ、日々の健康管理にご活用ください。

子宮頸がん検診 乳がん検診

受診可能
医療機関

帯広厚生病院・帯広協会病院・慶愛病院
慶愛女性クリニック・坂野産科婦人科
帯広レディースクリニック・町国民健康保険
病院

帯広厚生病院・帯広協会病院・北斗病院
帯広第一病院・上徳整形外科乳腺外科
めぐみ乳腺クリニック

対　象　者
(上限なし ) 今年度、20歳以上の町民 今年度、30歳以上の町民

検診内容 問診・視診・内診・頸部細胞診
※体部細胞診は医師が必要と認めた方のみ

問診・マンモグラフィー検査
（30～40歳代：２方向、50歳以上：１方向）

自己負担額
子宮頸がん検診　　　１，４００円
子宮体がん検診　　　　　９００円
※生活保護受給者は無料

30～40歳代（２方向）　　２，１００円
50歳以上（１方向）　　　１，６００円
※生活保護受給者は無料

受診方法
１．町へ申し込み（電話またはオンライン）
２．町の発行する「助成クーポン券」を持参して個別に受診
※申し込みから１週間以内に受診を希望する場合は、電話のみ受け付け。
　病院によって予約が必要となります。

受診期間 令和８年３月31日まで

詳細・申し込み先　役場こども・健康課保健推進担当　　☎２５－２５７１

オンライン申し込み

詳　細　役場まちづくり推進課企画調整担当
　　　　☎２８－３８５１

町内で「マイマイガ」の幼虫
（毛虫）が発生しています

【注意】
　マイマイガの幼虫は糸を吐いて風に乗っ
て移動し、外に干した洗濯物に付着したり、
家の中に入ってきたりします。
　ふ化直後の幼虫に
は毒毛があり触れる
と、かぶれや腫れを
引き起こすことがあ
りますので触らない
でください。

【駆除の方法】
　体長１㎝程度までの若齢幼虫は、市販の
殺虫剤を使用するか、ガムテープなどに貼
り付けて取り除き「燃やすごみ」として処
理してください。
　体長１㎝以上の幼虫は、バケツに水と少
量の洗剤を入れて、溺死させて土に埋める
か「燃やすごみ」として処理してください。

詳　細　役場住民・出納課環境衛生担当　
　　　　☎２８－３８５８
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ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
（
指
定
暑
熱
避
難
施
設
）

を
指
定
し
ま
し
た
！

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
熱
中
症
対
策
の

強
化
を
盛
り
込
ん
だ
改
正
気
候
変
動
適
応
法

が
全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
同
法
に
よ

り
同
じ
く
新
設
さ
れ
た
「
熱
中
症
特
別
警
戒

ア
ラ
ー
ト
」
が
発
表
さ
れ
た
場
合
に
暑
さ
を

し
の
ぐ
た
め
に
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。「
熱

中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
が
発
表
さ
れ
た

と
き
に
は
、
危
険
な
暑
さ
を
し

の
ぐ
場
所
と
し
て
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
は

熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
と
は

　
こ
れ
ま
で
運
用
さ
れ
て
き
た
「
熱
中
症
警

戒
ア
ラ
ー
ト
」
よ
り
一
段
上
の
、
過
去
に
例

の
な
い
暑
さ
が
予
想
さ
れ
、
熱
中
症
に
よ
る

深
刻
な
健
康
被
害
が
生
じ
る
場
合
に
備
え
た

制
度
で
す
。

　
「
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
に
つ
い

て
は
北
海
道
内
の
全
て
の
暑
さ
指
数
情
報
提

供
地
点
に
お
い
て
、
翌
日
の
暑
さ
指
数
が
35

以
上
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
発

表
さ
れ
ま
す
。
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト

が
発
表
さ
れ
た
場
合
、
防
災
無
線
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
熱
中
症
予
防
行
動
の
徹

底
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
室
内
等
の
エ
ア
コ
ン
等
に
よ
り
涼
し
い
環

境
に
て
過
ご
す
。

・
こ
ま
め
な
休
憩
や
水
分
補
給
・
塩
分
補
給
。

・
熱
中
症
に
か
か
り
や
す
い
高
齢
者
な
ど
の

「
熱
中
症
弱
者
」
は
自
ら
積
極
的
に
対
策

を
徹
底
し
、
周
囲

の
方
も
熱
中
症
弱

者
へ
の
声
掛
け
を

し
ま
し
ょ
う
。

指
定
施
設

・
施
設
名　
町
民
セ
ン
タ
ー

・
開
放
日　
毎
日
（
土
日
・
祝
日
含
む
）

・
開
放
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
10
時
ま
で

※
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ

て
い
な
い
場
合
で
も
暑
さ
を
し
の
ぐ
場
所

と
し
て
開
放
時
間
内
は
ご
利
用
で
き
ま
す
。

※
飲
料
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
利
用
に
当
た
っ
て
は
施
設
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

詳　
細

　
役
場
こ
ど
も
・
健
康
課
保
健
推
進
担
当
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児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

■
児
童
扶
養
手
当

　
両
親
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
（
母
）
親

と
一
緒
に
生
活
し
て
い
な
い
ひ
と
り
親
家
庭

の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、
児
童
の
心

身
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

【
支
給
対
象
】

　
18
歳
ま
で
の
児
童
（
18
歳
に
達
し
た
日
以

降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
）

を
扶
養
し
て
い
る
母
（
父
）
や
、
母
（
父
）

に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方

【
支
給
月
額
】

児
童
が
１
人
の
場
合

　
４
万
６
６
９
０
円
～
１
万
１
０
１
０
円

児
童
２
人
目
以
降
の
加
算
額

　
１
万
１
０
３
０
円
～
５
５
２
０
円

※
所
得
に
応
じ
て
支
給
額
が
変
わ
り
ま
す
。

【
支
給
月
】

１
月
、
３
月
、
５
月
、
７
月
、
９
月
、
11
月

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
障
が
い
児
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
精

神
ま
た
は
身
体
に
中
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る

児
童
を
育
て
て
い
る
家
庭
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
支
給
対
象
】

　
精
神
や
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満

の
児
童
の
父
、
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

※
手
当
に
は
、
児
童
の
障
が
い
の
状
態
に
よ

っ
て
１
級
と
２
級
が
あ
り
ま
す
。

【
支
給
月
額
】

　
１
級
：
５
万
６
８
０
０
円

　
２
級
：
３
万
７
８
３
０
円

【
支
給
月
】
４
月
、
８
月
、
11
月

注
意
事
項

・
受
給
者
本
人
ま
た
は
同
居
親
族
の
所
得
が

限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
支
給
が
停
止
さ

れ
ま
す
。

・
昨
年
度
、
所
得
制
限
で
受
給
で
き
な
か
っ

た
方
で
も
、
令
和
７
年
度
（
令
和
６
年
分
）

所
得
に
よ
り
、
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す

　
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。
対
象
者
の
方
に
は
役
場
か
ら
お
知

ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
期
日
ま
で
に
提
出
が
な
い
場
合
、
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

詳
細　
役
場
こ
ど
も
・
健
康
課
福
祉
担
当
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令和７年度国民健康保税　税率改正のお知らせ

　今回の税率改正と、賦課限度額の引き上げ状況は右
表のとおりです。
　今回の改正では、均等割（１人当たりいくら）と平
等割（１世帯当たりいくら）、所得割は３区分（医療分・
後期支援金分・介護分）でそれぞれ引き上げています。
これは、不足している財源を補うよう、税額の割合を
段階的に調整しているためです。
　また、令和７年度は国の法律改正によって賦課限度
額の引き上げも実施します。限度額の引き上げにより、
３区分合計の賦課限度額が１０６万円から１０９万円
へ、合計３万円引き上げられます。

▶税率改正と賦課限度額の引き上げ状況

区分 改正前 改正後 増減

医
療
分

所得割 8.18％ 8.86％ 0.68％
均等割 26,900円 27,500円 600円
平等割 26,600円 27,500円 900円
限度額 65万円 66万円 １万円

後
期
支
援
金
分

所得割 2.93% 3.11% 0.18%
均等割 9,000円 9,100円 100円
平等割 8,500円 9,100円 600円
限度額 24万円 26万円 ２万円

介
護
分

所得割 2.00% 2.20% 0.20%
均等割 8,600円 9,000円 400円
平等割 5,700円 6,500円 800円
限度額 17万円 17万円 ０円

　令和６年１月１日から、出産する被保険者の保険税の所得割と均等割を、出産予定月の前月（多
胎妊娠は３カ月前）から出産予定月の翌々月まで減免しています。

▶産前産後期間の保険税減免について

▶税率改正による影響（モデルケースでの試算）
　基礎控除は43万円、子どもの均等割軽減を適用、１００円未満の端数は切り捨てで表示しています。

【モデルケース①　夫婦２人・子ども１人】 【モデルケース②　夫婦（高齢者）２人】

改正前年税額（Ａ）３６９，４００円
改正後年税額（Ｂ）３９２，４００円
増　減（Ｂ－Ａ） 　２３，０００円

改正前年税額（Ａ）１０５，６００円
改正後年税額（Ｂ）１１１，１００円
増　減（Ｂ－Ａ） 　５，５００円

詳　細　役場住民・出納課保険担当　☎２８－３８５７

　国民健康保険制度は、病気やけがをした際に安心して医療を受けられるように、国保に加入して
いる方が国保税を出し合って医療費負担に備える「相互扶助」の精神を基本とした社会保険制度です。
　町の国保財政は、新型コロナウイルス感染拡大やウクライナ危機に伴う景気後退、医療費増大の
影響を受けて４年連続の赤字となりました。令和３年度からの累積赤字額（＝基金取崩額）は約９
６００万円に上ります。
　このため、令和７年度においても基金の取り崩しによる税負担の軽減を図りつつ、国保税の税率
改正を実施し、国保加入者の皆さんにも負担増をお願いすることとなりました。

令和６年中の所得
・世帯主（41歳）：営業所得２００万円
・妻（35歳）：給与所得65万円
・子（４歳）１人：所得なし

令和６年中の所得
・世帯主（73歳）：年金所得90万円
・妻（71歳）：年金所得０円
※５割軽減適用世帯
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国民健康保険被保険者証（資格確認書）を更新します

■現在お持ちの国民健康保険被保険者証、資格確認書の有効期限が近づいています

○マイナンバーカードをお持ちでない方
○マイナンバーカードは持っているが、健康保険証の利用登録をされていない方　

　「資格確認書」を交付しますので、資格確認書で引き続き医療機関を受診することができます。

○マイナンバーカードをお持ちで、健康保険証の利用登録をされている方　

　現在の資格情報を記載した「資格情報のお知らせ」を交付しますので、内容をご確認ください。
　医療機関を受診する際はマイナンバーカードをご利用ください。

詳　細　役場住民・出納課保険担当　☎２８－３８５７

国民健康保険資格確認書（69歳まで）

資格確認書 兼 高齢受給者証（70～74歳まで）

資格確認書に記載されている住所・
氏名などをご確認ください。

資格確認書と高齢受給者証が一体化
して１枚のカードになっています。
70歳以上の方もこの１枚で大丈夫！

□「資格確認書」は「黄色の封筒」に封入して「簡易書留」で送付します。
□「資格情報のお知らせ」は「普通郵便」で送付します。

　※同じ世帯の方でも、「資格確認書」と「資格情報のお知らせ」は別々に届きます。
　※お届けは７月中旬以降となります。

　現在ご使用の保険証（水色）または資格確認書（黄緑色）の有効期間
が本年７月31日をもって満了となるため、８月以降は使用できなくなり
ます。

◆水色の保険証をお持ちの方
　下記「黄緑色の資格確認書をお持ちの方」以外の方

◆黄緑色の資格確認書をお持ちの方
　・令和６年12月２日の保険証廃止後に資格取得した方
　・ 令和６年12月２日の保険証廃止後に住所変更をした方や負担割合が

変更になった方

　現在、ご利用の水色の保険証または黄緑色の資格確認書の有効期限満
了前に、代わりとなる黄緑色の「資格確認書」を送付します。
　新しい「資格確認書」は、８月１日から令和８年７月31日まで使用で
きます（お手元に届いてすぐには使用できません）。
　なお、今回交付する「資格確認書」は、健康保険証の利用登録をした
マイナンバーカード（以下、「マイナ保険証」という）の保有状況に関
わらず、令和８年７月末まで暫定的な運用として一律で全被保険者へ交
付します。
　医療機関等を受診する際に「資格確認書」を提示することで、これま
での保険証と同様にお使いいただけます。一方でマイナ保険証にはさま
ざまなメリットがあります。マイナ保険証を利用できる方は、ぜひマイ
ナ保険証をご利用ください。

◇後期高齢者医療制度のお知らせ

保険証および資格確認書の一斉更新について

現在の保険証（水色）

現在の資格確認書（黄緑色）

新しい資格確認書（黄緑色）

■保険証または資格確認書の有効期限が切れます

■黄緑色の「資格確認書」を交付します（色変更なし）

■「資格確認書」に限度区分等を記載することができます
　資格確認書の以下の①～③の欄については、本人の希望に基づいて、
申請により併記することが可能です。

　なお、過去に「限度額適用・標準負担額認定証」や「限度額適用認定証」が交付されていた方は、
①②がすでに併記されています。申請により資格確認書に併記しないことも可能ですので、希望さ
れる方はお問い合わせください。

①限度区分、限度区分の発効期日
②長期入院該当日
③特定疾病区分、特定疾病区分の発効期日

詳　細　北海道後期高齢者医療広域連合　　☎０１１－２９０－５６０１
　　　　役場住民・出納課保険担当　　　　☎２８－３８５７
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町
税
は
大
切
な
自
主
財
源

�

～
納
期
を
守
っ
て
納
め
ま
し
ょ
う
～

　
町
税
（
町
・
道
民
税
、
法
人
町
民
税
、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
）
は
、
皆
さ

ん
に
福
祉
や
教
育
、
土
木
事
業
な
ど
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い

自
主
財
源
で
あ
り
、
皆
さ
ん
か
ら
公
平
に
ご

負
担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
も
、
適

正
な
医
療
給
付
等
を
行
う
た
め
、
加
入
者
の

皆
さ
ん
か
ら
公
平
に
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

▼
税
金
を
納
め
な
い
と
ど
う
な
る
の
？

　
税
金
は
前
年
の
所
得
や
財
産
の
保
有
状
況

に
応
じ
て
課
税
さ
れ
、
課
税
さ
れ
た
方
は
定

め
ら
れ
た
各
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
方
に

は
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督
促
状
を
発
送

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
以
内
に
完
納
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
財
産
の
調
査
や
家

屋
、
事
務
所
内
の
捜
索
な
ど
を
行
い
、
法
に

従
っ
て
財
産
（
給
与
・
預
貯
金
・
生
命
保
険
・

不
動
産
な
ど
）
の
差
し
押
さ
え
等
を
執
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
な
い
税
金

に
つ
い
て
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
割
合
で

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

▼
納
付
で
き
な
い
場
合
は
必
ず
相
談
を
！

　
病
気
や
災
害
、
失
業
、
事
業
の
不
振
に
よ

る
収
入
減
少
な
ど
納
付
で
き
な
い
特
別
な
事

情
が
あ
る
場
合
は
、
一
刻
も
早
く
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
滞
納
を
放
置
し
て
差
し
押
さ
え
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
と
、
経
済
的
な
不
利
益

や
社
会
的
信
用
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

町税の収納率滞納処分件数・金額実績

上段：令和６年度　下段：令和５年度かっこ内は税金に充てた金額（延滞金を含む）

税　目 過年度からの
滞納繰越分

現年度
課税分

町・道民税   51.8％ 99.6％
  40.4％ 99.4％

法人町民税 100.0％ 99.9％
- 99.9％

固定資産税   35.9％ 99.6％
  44.5％ 99.8％

軽自動車税   59.7％ 99.6％
  21.3％ 99.5％

国 民 健 康
保 険 税

  60.2％ 98.0％
  64.8％ 97.5％

処分財産 令和４年度 令和５年度 令和６年度

給 与 ０件 ３件 ６件
（０円） （222千円）（255千円）

預 貯 金 12件 ８件 17件
（614千円）（341千円）（578千円）

生命保険 ０件 ０件 ０件
（０円） （０円） （０円）

不 動 産 ０件 ０件 ０件
（０円） （０円） （０円）

そ の 他
（売掛金など）

１件 １件 ０件
（46千円） （48千円） （０千円）

詳　
細

　
日
本
年
金
機
構　
帯
広
年
金
事
務
所
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国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
制
度
に
つ
い
て

　
経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の

納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

◆
免
除
期
間
は
未
納
期
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
障
が
い

や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
し
た

場
合
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
保
険
料
の
納
付
免
除
な
ど
の
承

認
を
受
け
て
い
れ
ば
、
受
給
資
格
の
対
象
期

間
と
な
る
の
で
、万
一
の
と
き
に
も
安
心
で
す
。

◆
免
除
等
の
申
請
期
間
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
度
の
免
除
等
の
申
請
受
け
付
け

は
７
月
１
日
か
ら
行
っ
て
お
り
、
対
象
と
な

る
期
間
は
令
和
７
年
７
月
分
か
ら
令
和
８
年

６
月
分
ま
で
の
１
年
間
分
で
す
。

　
ま
た
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
免
除
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た
方
は
住
民
・
出

納
課
戸
籍
年
金
担
当
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

免除区分と受給資格
老 齢 基 礎 年 金 障害基礎年金

遺族基礎年金
（受給資格期間への算入）

受給資格期間
への算入

年金額への反映
（反映割合）

納　　付 ○ ○ ○

全額免除 ○ ○
（1/2） ○

一部
納付

４分の１納付

○

○
（5/8）

○２分の１納付 ○
（6/8）

４分の３納付 ○
（7/8）

納付猶予
学生納付特例 ○ × ○

未　　納 × × ×

詳　
細　
役
場
住
民
・
出
納
課
収
納
担
当

 

☎
28

－

３
８
５
９

固
定
資
産
税
（
家
屋
）
と
は

　
固
定
資
産
税
（
家
屋
）
は
、
毎
年
１
月
１

日
（
賦
課
期
日
）
現
在
で
家
屋
（
住
宅
・
店

舗
・
物
置
等
）
を
所
有
し
て
い
る
人
が
、
そ

の
資
産
の
評
価
額
を
基
に
算
定
さ
れ
た
税
額

を
そ
の
資
産
が
所
在
す
る
市
町
村
に
納
め
る

税
金
で
す
。

　
本
年
中
（
１
月
～
12
月
）
に
新
築
や
増
改

築
さ
れ
た
家
屋
は
、
翌
年
度
か
ら
課
税
さ
れ

ま
す
。

税
額
の
計
算
方
法

（
課
税
標
準
額
）　　
　
（
税　
率
）

評　
価　
額　
×　
１
・
４
％
＝　
税　
額

固
定
資
産
税
の
対
象
（
家
屋
）

　
家
屋
と
は
、
屋
根
お
よ
び
周
壁
ま
た
は
こ

れ
に
類
す
る
も
の
を
有
し
、
土
地
に
定
着
・

固
定
し
た
（
基
礎
等
）
建
物
で
あ
っ
て
、
そ

の
目
的
と
す
る
用
途
に
供
し
え
る
状
態
に
あ

る
も
の
を
い
い
ま
す
（
不
動

産
登
記
規
則
第
１
１
１
条
）。

　
プ
レ
ハ
ブ
や
ア
ル
ミ
製
サ

ン
ル
ー
ム
、
ス
チ
ー
ル
製
の

車
庫
等
の
簡
易
な
家
屋
で
も
、
設
置
の
状
況

等
に
よ
り
課
税
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
カ
ー
ポ
ー
ト
や
塀
、
門
扉
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
上
に
設
置
し

て
い
る
物
置
な
ど
土
地
に
定
着

し
て
い
な
い
建
物
は
課
税
の
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い

◎
建
物
を
新
築
や
増
築
し
た
と
き

　
不
動
産
登
記
法
に
よ
り
、
新
築
や
増
築
し

た
場
合
は
法
務
局
に
建
物
登
記
申
請
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
申
請
が
受
理
さ
れ
る

と
、
法
務
局
か
ら
町
に
登
記
に
関
す
る
通
知

が
あ
り
ま
す
の
で
、
固
定
資
産
の
所
有
者
と

し
て
、固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
年
内
に
登
記
申
請
が
で
き
な
い

場
合
は
、
所
有
者
の
方
か
ら
町
に
「
不
動
産

取
得
申
告
書
」
を
提
出
い
た
だ
き
、
固
定
資

産
補
充
課
税
台
帳
に
登
録
し
て
課
税
し
ま
す
。

◎
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

　
家
屋
（
車
庫
や
物
置
等
も
含
む
）
を
取
り

壊
し
た
と
き
は
役
場
住
民
・
出
納
課
課
税
担

当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
担
当
職
員
が
現

地
を
見
て
滅
失
の
確
認
を
し
た
翌
年
度
か
ら
、

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
は
、
法
務

局
で
滅
失
登
記
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
町
へ
の
連
絡
だ
け
で
は
、
登
記
は
抹
消

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
が
変
わ
っ
た
と
き

　
売
買
や
相
続
等
で
所
有
者
を
変
更
し
た
と

き
は
「
固
定
資
産
（
未
登
記
家
屋
）
異
動
届

出
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
届
け
出
し
て
い
た
だ
い
た
翌
年
度
か
ら
名

義
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
登
記
を
さ
れ
て
い
る
家
屋
に
つ
い

て
は
、
法
務
局
で
所
有
権
移
転
登
記
申
請
（
名

義
変
更
）
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◎
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

所
有
者
が
死
亡
し
た
と
き

　
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
の
登
記
簿
上

の
所
有
者
が
死
亡
し
、
相
続
登
記
が
完
了
し

て
い
な
い
場
合
、
そ
の
固
定
資
産
は
現
所
有

者
（
通
常
は
相
続
人
）
の
共
同
財
産
と
な
り
、

相
続
人
全
員
が
連
帯
し
て
納
税
義
務
を
負
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
所
有
者
と
な
っ
た
と

き
は
、
代
表
者
を
選
ん
で
い
た
だ
き
「
相
続

人
代
表
指
定
届
兼
固
定
資
産
現
所
有
者
申
告

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
相
続
人
代
表
指
定
届
兼
固
定
資
産
現
所

有
者
申
告
書
」
は
登
記
完
了
ま
で
の
間
、
納

付
書
等
を
確
実
に
納
税
義
務
者
へ
送
付
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
名
義
が
変
わ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
現
所
有
者
の
届
け
出
は
義
務
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
届
け
出
の
期
限
は
、
自
身
が
現
所
有

者
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
３

カ
月
以
内
と
な
り
ま
す
。

家
屋
実
地
調
査
に
ご
協
力
を

　
家
屋
や
車
庫
、
物
置
等
を
新
築
・
増
築
・

改
築
し
た
方
を
対
象
に
、
家
屋
実
地
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
固
定
資
産

税
の
評
価
額
を
算
出
す
る
た
め
の
も
の
で
、

間
取
り
や
使
用
資
材
等
を
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
家
屋
や
土
地
の
課
税
漏
れ
や
軽
減

措
置
の
適
用
が
正
し
く
さ
れ
て
い
る
か
確
認

す
る
た
め
、
固
定
資
産
評
価
補
助
員
が
実
地

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳　
細　
役
場
住
民
・
出
納
課
課
税
担
当
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家
屋
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

家
屋
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
心
も
体
も
健
康
に

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
人
の
割
合
は
、

一
般
に
年
齢
が
上
が
る
ほ
ど
高
く
な
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
理
由
を

聞
く
と
、
多
く
の
人
が
「
社
会
貢
献
を
し
た

い
」
と
い
う
強
い
思
い
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
自
己
成
長
や
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
、
人
間
関
係
の
構
築
な
ど
、
個
人

的
な
メ
リ
ッ
ト
を
重
視
す
る
人
も
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
本
質
は
「
自
発
性
・

自
主
性
」
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
「
自
発
性
・
自
主
性
」
と
い
う
の
は
い

っ
た
い
何
な
の
か
…
、
実
の
と
こ
ろ
「
思
い
」

で
あ
り
「
や
る
気
」
な
の
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
義
務
や
仕
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
お
金
や
品
物
な
ど
の
報

酬
や
代
償
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
あ
り
が
と
う
」

の
感
謝
の
言
葉
や
活
動
を
通
じ
て
友
達
が
た

く
さ
ん
で
き
る
こ
と
が
自
分
の
心
を
豊
か
に

し
て
く
れ
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
魅
力

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
魅
力
は
、
活
動
を

通
じ
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
い
が
あ
る
こ

と
で
す
。
仕
事
仲
間
や
、
同
級
生
、
趣
味
の

仲
間
と
は
ま
た
違
っ
た
、
い
ろ
い
ろ
な
価
値

観
や
個
性
を
持
っ
た
人
か
ら
、
刺
激
や
や
る

気
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
か
ら

視
野
が
広
が
り
新
し
い
自
分
の
発
見
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
適
度
に
体
を
動
か
し
、
人
と
の
交

流
を
深
め
る
事
で
、
心
身
共
に
健
康
を
維
持

で
き
ま
す
。

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
安
心
し
て
行
え
る
よ
う
に
活
動
先
、

活
動
内
容
な
ど
の
相
談
対
応
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
け
ど
始

め
方
が
わ
か
ら
な
い
、
一
人
で
行
く
の
は
不

安
が
あ
る
な
ど
の
お
悩
み
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
を
開

催
し
て
い
ま
す

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
興
味
の
あ
る
方
を
対
象
に
年
６
時
間

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
６
月
に
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
学
習
療
法

セ
ン
タ
ー
本
田
氏
よ
り
「
今
か
ら
で
き
る
脳

の
鍛
え
方
」
に
つ
い
て
、
２
月
に
は
福
祉
課

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
井
澤
氏
よ
り
「
高

齢
者
や
認
知
症
の
方
の
心
に
寄
り
添
う
～
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
～
」、
３
月

に
は
福
祉
課
保
健
推
進
担
当
二
瓶
氏
よ
り
「
高

齢
期
に
必
要
な
栄
養
素
や
食
生
活
の
ポ
イ
ン

詳　
細

　
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
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役
場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
福
祉
担
当
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活 動 名 運転ボランティア 付き添い
ボランティア

おもちゃ
ドクター

介護支援
ボランティア

活動内容

車椅子やストレッチ
ャーの使用により既
存の交通手段の利用
が困難な方に対する
外出支援

外出支援サービスで付
添のいない利用者に対
する見守り・院内移動
補助

壊れたおも
ちゃの点検・
修理

傾聴、話し相手、
趣味活動の相手、
芸能披露、草取り
など

活動場所 町内・十勝管内の病
院など

町内・十勝管内の病院
など

町社会福祉
協議会

町内老人福祉施設
など

ボランティア活動先

ト
」
に
つ
い
て
の
講
演
と
調
理
実
習
を
行
い

ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
で

は
、
他
団
体
や
個
人
活
動
者
と
の
情
報
交
換

や
活
動
先
相
談
な
ど
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
は
年
度
ご
と
に
内

容
、
開
催
月
が
異
な
る
た
め
、
ご
興
味
の
あ

る
方
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
話
し
相
手

　
何
気
な
い
世
間
話
を
通
じ
て
、
家
に
閉
じ

こ
も
り
が
ち
な
方
の
気
分
転
換
や
、
認
知
症

予
防
を
図
り
ま
す
。
ま
た
施
設
へ
訪
問
の
際

は
、
入
所
者
の
方
々
に

楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、

世
間
話
の
ほ
か
一
緒
に

歌
を
歌
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

●
悩
み
や
困
り
ご
と
の
「
橋
渡
し
役
」

　
日
常
生
活
に
お
け
る
心
配
ご
と
や
困
り
ご

と
な
ど
を
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
に
つ

な
げ
る
橋
渡
し
役
と
な
り
ま
す
。

●
研
修
へ
の
参
加

　

高
齢
者
の
方
と
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ
た
り
、
心
配
ご
と
や
要
望
な

ど
を
し
っ
か
り
と
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
「
傾

聴
セ
ミ
ナ
ー
」

な
ど
の
研
修
会

に
参
加
し
て
い

ま
す
。

～
高
齢
者
の
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
～

足
寄
町
高
齢
者
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー

　
高
齢
者
保
健
福
祉

　
　
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
と
は

　
町
内
で
生
活
す
る
高
齢
者
を
支
援
す
る
た

め
、
町
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ

タ
ー
が
依
頼
の
あ
っ
た
高
齢
者
宅
や
施
設
を

訪
問
す
る
制
度
が
「
足
寄
町
高
齢
者
保
健
福

祉
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
」
で
す
。

　
世
間
話
を
し
な
が
ら
気
軽
に
相
談
で
き
る

関
係
を
つ
く
り
、
孤
独
感
や
不
安
感
を
和
ら

げ
る
と
と
も
に
必
要
に
応
じ
て
困
り
ご
と
、

心
配
ご
と
を
役
場
等
の
関
係
機
関
に
つ
な
げ

る
役
割
を
担
い
ま
す
。

　　
具
体
的
に
は
ど
ん
な

　
　
活
動
を
し
て
い
る
の
？

●
見
守
り

　
ご
自
宅
へ
の
訪
問
は
、
高
齢
者
の
方
へ
の

見
守
り
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
モ
ニ
タ
ー
が
「
い

つ
も
と
様
子
が
違
う
」
と
い
っ
た
異
変
に
気

付
い
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
役
場
へ
連
絡
が
入

り
ま
す
。
定
期
的
に
訪
問
す
る
モ
ニ
タ
ー
だ

か
ら
こ
そ
、
異
変
に
も
気
付
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

　
経
済
産
業
省
は
、
発
電
施
設
の
設
置
の
円

滑
化
を
図
る
た
め
、
発
電
施
設
等
が
所
在
す

る
市
町
村
に
対
し
、
地
元
の
福
祉
向
上
を
目

的
と
し
て
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
、
本
町
は
２
５
２
５
万
円
の

交
付
を
受
け
、
地
域
医
療
の
充
実
お
よ
び
住

民
の
健
康
促
進
を
図
る
た
め
、
町
国
民
健
康

保
険
病
院
の
運
営
費
に
充
て
ま
し
た
。

町国民健康保険病院

　　
高
齢
者
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー

の
訪
問
先
は
、
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
誰
か
に
話
し
相
手
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
」「
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
を
相
談

す
る
相
手
が
ほ
し
い
」「
離
れ
て
住
ん
で

い
る
家
族
を
定
期
的

に
訪
問
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
考
え
て
い
る

方
は
、
担
当
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
高
齢
者
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー

に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。
訪
問
先

で
モ
ニ
タ
ー
が
聞
い
た
こ
と
、
知
っ
た

こ
と
、
そ
の
他
の
個
人
情
報
は
、
必
要

に
応
じ
て
関
係
機
関
で
共
有
さ
せ
て
も

ら
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
人
に
知
ら

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳　
細

　
役
場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
福
祉
担
当
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皆
さ
ん
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
し

て
い
ま
す
か
？　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
、

商
品
の
購
入
だ
け
で
な
く
、
税
金
や
公
共
料

金
の
支
払
い
に
使
え
、
支
払
額
に
応
じ
て
ポ

イ
ン
ト
還
元
が
さ
れ
る
場
合
も
多
く
「
現
金

払
い
よ
り
お
得
だ
か
ら
」
と
日
常
的
に
使
用

し
て
い
る
方
も
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
事
後
払

い
で
引
き
落
と
さ
れ
る
た
め
「
い
つ
・
ど
こ

で
・
い
く
ら
使
っ
た
か
」
管
理
が
難
し
く
な

り
ま
す
。
い
つ
の
ま
に
か
多
額
の
債
務
を
抱

え
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
不
正
利
用
に
関
し
て

消
費
者
庁
や
経
済
産
業
省
・
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
等
か
ら
消
費
者
へ
向
け
て
注
意
喚
起
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
不
正
利
用
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
く

　
だ
さ
い
。

Ａ
：
国
内
で
発
行
さ
れ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
不
正
利
用
分
と
し
て
カ
ー
ド
会
社
が

集
計
し
た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
２
０
１
４

年
に
は
１
１
５
億
円
だ
っ
た
も
の
が
昨
年

度
は
５
５
５
億
円
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
手
口
と
し
て
多
い
の
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
番
号
が
盗
ま
れ
て
他
人
に
使
用
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

ら
す
ぐ
に
支
払
え
る
よ
う
な
サ
イ
ト
は
セ　

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
十
分
で
は
な
い
こ
と

が
多
い
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
や
取
引
銀
行
等
の
実

在
す
る
企
業
名
で
あ
っ
て
も
身
に
覚
え
の

な
い
メ
ー
ル
は
開
封
し
な
い
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
内
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク
し
な
い
で
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
所
有
す
る
カ
ー
ド
ご
と
に

３
Ｄ
セ
キ
ュ
ア
（
本
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
）

の
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
際
の

伝
票
や
注
文
確
認
メ
ー
ル
等
は
保
管
し
て

お
き
、
日
付
や
金
額
等
を
利
用
明
細
と
突

き
合
わ
せ
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

利
用
明
細
に
は
、
店
舗
名
と
は
異
な
る
記

載
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
不
正
利
用
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
早
急

に
カ
ー
ド
会
社
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

　
（
一
社
）
日
本
ク
レ
ジ
ッ
ト
協
会
で
は

安
全
・
安
心
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
取

引
へ
の
取
組
と
し
て
６
本
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
動
画
と
４
本
の
経
済
産
業
省
啓

発
動
画
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
60
秒
前
後

で
す
の
で
閲
覧
し
て
み
て
く
だ
さ
い

セキュリティ
対策動画

Ｑ
：
カ
ー
ド
番
号
を
盗
ま
れ
な
い
よ
う
に
す

る
に
は
？

Ａ
：
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
で
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
番
号
と
有
効
期
限
を
入
力
し
た

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
分
割
払
い
は
ク
レ

ジ
ッ
ト
契
約
で
す
。
端
末
代
金
と
通
信
料
等

を
分
け
て
払
う
こ
と
が
で
き
ず
、
高
額
・
長

期
の
支
払
い
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
指
定
信
用
情
報
機
関
に
共
有
さ
れ

て
新
た
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
作
成
で
き

な
い
、
車
の
ロ
ー
ン
が
利
用
で
き
な
い
可
能

性
が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
子
ど
も
名
義
の
携
帯
電
話
を
保
護

者
が
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
信
用
情
報
と
し

て
記
録
さ
れ
る
の
は
子
ど
も
の
情
報
が
登
録

さ
れ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ロ
ー
ン
を
使

用
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

クレジットカード
不正利用
５つの対策

詳　
細

　
消
費
生
活
相
談
所　
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南
６
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町
社
会
福
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会
内
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平
日
：
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

　
役
場
住
民
・
出
納
課
住
民
生
活
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
28

－

３
８
５
８

髙安ユミ子髙安ユミ子
消費生活相談員消費生活相談員

　
皆
さ
ん
は
風
穴
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

十
勝
で
は
然
別
湖
周
辺
の
風
穴
地
帯
が
ナ
キ

ウ
サ
ギ
の
生
息
地
と
し
て
有
名
で
す
。
風
穴

と
は
夏
の
高
温
時
に
山
の
岩
の
隙
間
や
空
洞

か
ら
冷
気
が
出
て
く
る
現
象
で
す
。
岩
が
堆

積
し
た
斜
面
や
洞
窟
と
い
っ
た
地
下
に
空
隙

が
あ
る
場
所
で
い
く
つ
か
の
条
件
が
整
う
と
、

岩
の
隙
間
か
ら
冬
に
冷
気
を
取
り
込
み
夏
に

吹
き
出
し
ま
す
。
北
海
道
演
習
林
内
の
清
川

風
穴
で
２
０
２
２
年
か
ら
継
続
す
る
温
度
計

測
に
よ
る
と
、
夏
季
で
も
９
℃
以
下
の
低
温

を
保
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
風
穴
周
辺

に
は
そ
の
場
所
よ
り
も
低
温
な
地
域
や
高
標

高
地
を
好
む
植
物
が
生
育
し
ま
す
。
清
川
風

穴
は
標
高
３
０
０
メ
ー
ト
ル
付
近
に
位
置
し

ま
す
が
、
雌
阿
寒
岳
の
９
０
０
メ
ー
ト
ル
付

近
か
ら
見
ら
れ
る
コ
ケ
モ
モ
が
周
辺
に
群
生

し
て
い
ま
す
。
足
寄
町
内
で
は
他
に
阿
寒
富

士
の
西
麓
で
風
穴
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
高

山
性
の
ミ
ズ
ゴ
ケ
な
ど
希
少
な
植
物
が
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
風
穴
は
地
球
が
今
よ
り
寒

か
っ
た
氷
期
か
ら
生
き
残
る
生
物
の
隔
離
分

布
地
と
も
言
わ
れ
、
生
物
の
分
布
や
移
動
を

研
究
す
る
上
で
興
味
深
い
場
所
で
す
。

詳　
細　
九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

 

（
山
内
康
平
・
榎
木
勉
）
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高
体
連
支
部
大
会

　
５
月
下
旬
に
高
体
連
支
部
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
校
か
ら
は
陸
上
部
、
弓
道

部
、
卓
球
部
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
女
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部
が
出
場
し
ま
し
た
。
３
年
生
に
と

っ
て
は
高
校
の
部
活
動
に
お
い
て
集
大
成

と
な
る
大
会
で
す
。
出
場
し
た
部
活
動
の

う
ち
、
今
年
度
は
陸
上
部
、
弓
道
部
、
卓

球
部
が
全
道
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

ど
の
部
活
動
も
日
頃
の
成
果
を
発
揮
し
、

精
一
杯
競
技
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
講
話

　
５
月
16
日
（
金
）
に
釧
路
方
面
本
別
警

察
署
地
域
交
通
課
職
員
を
招
い
て
交
通
安

全
講
話
を
実
施
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、

自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
体
験
や
、「
近

年
の
交
通
事
故
の
現
状
や
事
例
に
つ
い
て
」

と
「
自
転
車
の
運
転
や
歩
行
中
の
交
通
ル

ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
」
の
講
話
を
通

し
て
、
交
通
安
全
意
識
を
強
め
、
交
通
マ

ナ
ー
、
気
づ
き
に
よ
る
行
動
力
の
向
上
に

努
め
ま
し
た
。
最
後
に
、
本
校
代
表
生
徒

が
、
交
通
安
全
宣
言
を
実
施
し
て
交
通
事

故
に
合
わ
な
い
よ
う
誓
い
を
立
て
ま
し
た
。

詳　
細　
足
寄
高
等
学
校
☎
25

－

２
２
６
９

 

―
足
寄
高
等
学
校
―

未
来
に
輝
け
！

ミ
セ
ス 

ユ
ミ
子
の 

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ
第
152
回

あ
な
た
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
大
丈
夫
？

　

～
不
正
利
用
が
急
増
し
て
い
ま
す
～　

の
巻
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「
夏
休
み
お
す
す
め
図
書
」 

８
月
24
日
ま
で

・
テ
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ
ー

「
あ
な
た
も
名
探
偵
⁉
」 

７
月
31
日
ま
で

・
絵
本
展
示

「
短
冊
に
願
い
を
こ
め
て
」 

８
月
８
日
ま
で

※ 

「
み
ん
な
で
作
ろ
う
七
夕
か
ざ
り
」
も
同
時

開
催
し
ま
す
。
折
り
紙
で
七
夕
飾
り
を
作
り
、

笹
の
葉
に
飾
り
ま
し
ょ
う
。
願
い
ご
と
を
書

い
た
短
冊
も
吊
る
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
本
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
付
箋
は
、
紙
に
の
り
が
残
り
、
時
間
が
経
つ

と
変
色
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
使
用
は
お

控
え
く
だ
さ
い
。

　
本
は
、
タ
バ
コ
や
芳
香
剤
、
香
り
が
移
り
や

す
い
性
質
が
あ
り
ま
す
。
換
気
な
ど
の
工
夫
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
一
般
書

「
自
分
の
親
に
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
も
ら
う
本
」

 

増
田　
由
紀

「
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ　
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｔ　
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｔ

Ｈ
Ｙ
」 

ブ
レ
イ
デ
ィ　
み
か
こ

「
情
熱
」 

桜
木　
紫
乃

「
谷
根
千
ミ
ス
テ
リ
散
歩
」 

東
川　
篤
哉

●
児
童
書
・
絵
本

「
み
ん
な
を
つ
な
ぐ
ア
イ
ヌ
の
糸
」

 

横
塚　
眞
己
人

「
お
い
し
ゃ
さ
ん
に
い
く
と
き
の
絵
本
」

 

Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
こ
ど
も
知
育
研
究
所

「
が
っ
こ
う
の
お
ば
け
ず
か
ん
」 

斉
藤　
洋

「
お
た
す
け
こ
び
と　
や
ん
ち
ゃ
な
い
ぬ
」

 

な
か
が
わ　
ち
ひ
ろ

「
と
っ
き
ゅ
う
れ
っ
し
ゃ
が
や
っ
て
く
る
！
」

 

鎌
田　
歩

生
涯
を
版
画
と
と
も
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
道
立
図
書
館
の
電
子
図
書
館
が
使
え
ま
す

　
町
図
書
館
で
道
立
図
書
館
の
電
子
図
書
館
の

利
用
登
録
が
で
き
ま
す
。
町
内
に
お
住
ま
い
、

通
勤
・
通
学
さ
れ
て
い
る
方
が
申
し
込
み
可
能

で
す
。（
申
し
込
み
の
際
に
は
身
分
証
明
書
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
）

・
道
立
図
書
館
で
は
、
紀
伊
国
屋
書
店
学
術
電

子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
「
Ｋ
ｉ
ｎ
ｏ
Ｄ
ｅ
ｎ
」

を
導
入
し
て
い
ま
す
。

・
健
康
や
医
療
等
の
実
用
書
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
語

学
学
習
等
で
活
用
で
き
る
教
養
書
な
ど
約
６

８
０
０
冊
の
電
子
書
籍
を
読
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

・
文
字
が
見
え
に
く
い
方
で
も
読
書
が
楽
し
め

る
オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
（
耳
で
聴
く
本
）
が

約
６
７
０
点
あ
り
ま
す
。

　
本
に
興
味
が
あ
っ
て
も
「
文
字
を
読
む
の
が

苦
手
」「
紙
の
本
が
苦
手
」
な
ど
、
隠
れ
た
理

由
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
最
初
に
つ
ま
ず

い
て
し
ま
う
と
「
本
が
楽
し
く
な
い
」
に
つ
な

が
り
、
生
涯
あ
ま
り
読
書
を
し
な
く
な
っ
て
し

ま
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

・
試
し
て
み
ま
し
ょ
う

①
本
を
読
み
上
げ
て
あ
げ
る

②
電
子
書
籍
を
利
用
し
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ

　
ト
の
読
み
上
げ
機
能
を
活
用
す
る　

●
北
海
道
み
ん
な
の
日
（
愛
称
「
道
み
ん
の
日
」）

展
示
開
催
中

　
７
月
17
日
は
「
道
み
ん
の
日
」
で
す
。
北
海

道
の
魅
力
と
価
値
を
再
発
見
し
、
誇
り
に
思
う

心
を
育
み
、
よ
り
豊
か
な
北
海
道
を
築
き
上
げ

る
こ
と
を
期
す
る
日
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

町
図
書
館
で
は
、
北
海
道
の
魅
力
を
再
認
識
で

き
る
本
を
多
数
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
北
海
道
の
魅
力
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
間　
７
月
31
日
ま
で

場
所　
町
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
前

●
お
す
す
め
の
一
冊

「
北
加
伊
道　
松
浦
武
四
郎
エ
ゾ
地
探
検
」

 

関
屋　
敏
隆
・
文
と
型
染
版
画

　
北
海
道
の
名
づ
け
親
・
松
浦
武
四
郎
の
生
涯

を
か
け
た
探
検
の
旅
を
描
い
た
一
冊
。
地
図
に

記
さ
れ
て
い
る
地
名
の
多
く
は
、
彼
が
自
ら
歩

き
、
記
録
し
た
も
の
で
す
。
命
を
か
け
た
旅
の

新
着
図
書

今
月
の
お
す
す
め

「う
ち
の
子
、
本
に
興
味
が
な
い
ん
で
す
」

は
、
本
当
で
す
か
？

お
知
ら
せ

～７月の休館日～
　14日㈪、21日㈪、28日㈪

～８月の休館日～
４日㈪、11日㈪、15日㈮
16日㈯、18日㈪、25日㈪

あかちゃんタイム
　あかちゃんや小さな子ども連れ
の方などが気軽にご利用いただけ
る時間帯に開催します。
●日時　７月16日㈬、８月６日㈬
　　　　午前10時～午後１時　　

●場所　図書館おはなしコーナー
●時間　午前11時～午前11時30分
・おはなし「たんぽぽ」
（０歳から楽しむおはなし会）

８月はお休みです

・絵本の会「はらっぱ」
（絵本が好きな方ならどなたでも）

７月26日㈯

今
月
の
展
示

おはなし会

 ルイカ
　 つうしん

図書館情報

足寄町図書館「ルイカ」　
開　館　午前10時～午後６時
休　館　月曜・年末年始
　　　　特別図書整理期間
☎２５－３１８９
ＨＰ　https://www.town.ashoro.
hokkaido.jp/kyoiku-iinkai/toshokan/

図書館情報

　６月20日にゲストティーチャーとして足寄小学校を訪問し「世界の水循環とあしょろの水道水」、「使い
終わった水はどのように処理されている？」について出前講座を実施しました。
　６月27日には施設見学を行い、常盤浄水場では、水道水が出来る過程を見学し、水道水とミネラルウォ
ーターとの利き水に挑戦するなど楽しみながら学習しました。
  足寄下水終末処理場では、下水道の正しい使い方、汚れた水をどのように処理して河川へ放流するのか
を学習し、処理に用いる設備の見学や微生物の観察を行いました。
　今後も本町の上下水道事業をより多くの方に身近に感じていただき、理解していただけるよう取り組み
を行っていきます。施設見学や出前講座を希望される方は建設課上下水道室へご連絡ください。

　たいせつに　みずはみんなの　たからもの　たいせつに　みずはみんなの　たからもの 第53号第53号

あしょろの上下水道あしょろの上下水道

足寄小学校４年生が上下水道施設の見学に訪れました。

出前講座 常盤浄水場 足寄下水終末処理場

上下水道豆知識！水道水をよりおいしく飲むために

詳　細　役場建設課上下水道工務担当　☎２８－３８６８

　そのまま飲んでもおいしい足寄町の水道水をよりおいしく飲みたいと思いませんか？
　コップ１杯の水道水にレモン汁を数滴入れてみてください。ちょっとしたデトックスウォ
ーターになります！ビタミンＣが塩素を分解することでとても飲みやすくなるため、ビタミ
ンＣを含む他のフルーツでも代用することができます。ペットボトル飲料を買うよりもお財
布にも環境にもやさしい水道水をお気に入りの味で飲みましょう！（塩素がなくなり水が傷
みやすくなるため早めに飲みきりましょう！）

北海道排水設備工事責任技術者試験のお知らせ
　足寄町では、排水設備指定工事店の資格要件に排水設備工事責任技術者試験を導入し、次のとおり全道
統一試験を行います。
　なお、既に登録している方は、受験の必要はありません。

名　　称　令和７年度北海道排水設備工事責任技術者試験
受付期間　８月18日㈪～27日㈬
受付場所　役場建設課上下水道室
そ の 他　受験資格、日時等試験の詳細につきましては一般財団法人札幌下水道
　　　　　公社のホームページをご確認ください。
　　　　　試験用問題集・テキストが販売されています。（任意購入）
　　　　　必要な方は下記まで直接お問い合わせください。
　　　　　東京官書普及株式会社（日本下水道協会図書販売業務委託先）
　　　　　☎０３－３２９２－３７０１
　　　　　試験問題の型式については、日本下水道協会のホームページをご覧く
　　　　　ださい。（上記のテキストに関しましても掲載されています）

札幌下水道公社
ホームページ

日本下水道協会
ホームぺージ
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第14回ふるさと銀河線りくべつ鉄道まつり
〇前夜祭
日時　７月19日㈯　午後６時～
会場　緑町サッカー場(陸別町字陸別原野分線８）
内容　 花火大会、バックヤードミュージックギ

タークラブによる演奏会など
〇本祭
日時　７月20日㈰　午前10時～
会場　駅前多目的広場（陸別町大通沿い）
内容　 列車体験乗車、よしもとお笑いステージ

ショー、乗馬体験など

詳細　陸別町観光協会事務局
　　　（役場産業振興課商工業振興担当）
　　　☎２７－２１４１　内線１３５

　本別町歴史民俗資料館では、本別空襲展「７
月15日本別空襲を伝える～ジャーナリストが見
た世界の戦場～」を次のとおり開催します。ど
うぞご来館ください。
期　　間　８月31日㈰まで
開館時間　火～日曜日　午前９時～午後４時
休 館 日　月曜日・祝日（８月11日）
場　　所　本別町歴史民俗資料館（本別町北２
　　　　　丁目）
入 場 料　無料

詳細　本別町歴史民俗資料館
　　　☎２２－２１４１　内線４１０
　　　本別町図書館　
　　　☎２２－５１１２

鉄道まつりＨＰ

資料館企画展を開催します

　
７
月
13
日
か
ら
７
月
22
日
ま
で
、
夏
の
交

通
安
全
運
動
北
海
道
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
夏
の
時
期
は
、
観
光
・
夏
型
レ
ジ
ャ

ー
等
に
伴
う
自
動
車
、
バ
イ
ク
に
よ
る
事
故

が
多
い
た
め
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〈
重
点
項
目
〉

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
７
月
13
日
は
「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」
で

す
。
飲
酒
運
転
の
悪
質
性
・
危
険
性
を
認
識

し
、
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

※
「
二
日
酔
い
」
は
飲
酒
運
転
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
飲
酒
運
転
の
疑
い
の
あ
る
人
を
発

見
し
た
場
合
は
警
察
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
転
車
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
自

転
車
・
バ
イ
ク
の
交
通
事
故
防
止

　
自
転
車
を
利
用
す
る
方
は
、
乗
車
前
の
点

検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
並
進
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
、
イ
ヤ
ホ
ン
の
使
用
等
の
危
険

な
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行

　
歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

②
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を
守
っ
て
、

安
全
確
認

③
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

④
飲
酒
運
転
は
禁
止

⑤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　
バ
イ
ク
を
利
用
す
る
方
は
、
ツ
ー
リ
ン
グ

な
ど
の
際
、
停
止
中
や
走
行
中
の
車
両
等
の

側
方
を
通
過
す
る
行
為
や
無
理
な
追
い
越
し
・

す
り
抜
け
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
！

・
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
徹
底

　
時
間
に
ゆ
と
り
を
も
ち
、
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ

ン
で
安
全
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。
後
部
座
席

を
含
め
、
全
員
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
て
い
る
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

・
こ
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全
確

保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

　
こ
ど
も
の
飛
び
出
し
や
、
高
齢
者
の
道
路

横
断
に
対
応
で
き
る
よ
う
安
全
な
速
度
で
運

転
し
ま
し
ょ
う
。

　
運
転
者
は
、
横
断
歩
道
で
は
歩
行
者
優
先
、

歩
行
者
が
い
る
時
は
一
時
停
止
を
し
「
思
い

や
り
運
転
」
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

詳
細　
役
場
住
民
・
出
納
課
住
民
生
活
担
当

 

☎
28

－

３
８
５
８

夏
の
交
通
安
全
運
動
北
海
道
実
施
中
！

料
相
談
会
と
相
続
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
（
予

約
制
）
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　
７
月
26
日
㈯

相
続
登
記
相
談
会　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

20
分
（
各
回
40
分
）

相
続
セ
ミ
ナ
ー　
①
午
前
10
時
～
午
前
11
時

②
午
後
２
時
～
午
後
３
時

会
場　
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局
（
帯
広

市
東
５
条
南
９
丁
目
１
番
地
１
）

定
員　
相
談
会
40
組
・
セ
ミ
ナ
ー
各
24
名

詳
細
・
申
込
先　
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支

局☎
０
１
５
５

－

24
―
６
８
３
７

十
勝
池
田
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
十
勝
池
田
税
務
署
は
現
庁
舎
改
修
に
伴
い
、

９
月
１
日
か
ら
仮
庁
舎
に
お
い
て
執
務
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
現
庁
舎
で
の
執
務
は
、
８

月
29
日
ま
で
行
い
ま
す
。

※ 

住
所
お
よ
び
電
話
番
号
は
現
庁
舎
と
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

詳
細　
十
勝
池
田
税
務
署

☎
０
１
５

－

５
７
２

－

２
１
７
１

北
海
道
で
は
歯
科
衛
生
士
バ
ン
ク
の
登
録
者

を
募
集
中
で
す
。

対
象　
北
海
道
内
に
居
住
す
る
歯
科
衛
生
士

の
資
格
を
持
つ
方

費
用　
登
録
費
用
は
掛
か
り
ま
せ
ん

　
歯
科
衛
生
士
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
と
道
が

行
う
歯
科
に
関
す
る
研
修
会
や
イ
ベ
ン
ト
等

の
情
報
や
市
町
村
の
歯
科
保
健
事
業
に
関
す

る
歯
科
衛
生
士
の
求
人
情
報
等
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
細　
北
海
道
保
健
福
祉
部
健
康
安
全
局
地

域
保
健
課
健
康
づ
く
り
係

☎
０
１
１
―
２
０
４
―
５
２
５
７

刑
務
官
を
募
集
し
ま
す

１
次
試
験　
９
月
21
日
㈰

申
込
期
間
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）　
７
月
24

日
ま
で

　
詳
し
く
は
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

詳
細　
法
務
省
矯
正
局

☎
03

－

３
５
９
２

－

７
３
６
９

自
衛
官
等
募
集
の
お
知
ら
せ

・
航
空
学
生

応
募
資
格　
海
上
自
衛
隊
は
18
歳
以
上
23
歳

未
満
の
者
、
航
空
自
衛
隊
は
18
歳
以
上
24
歳

未
満
の
者

☎…電話番号
Ⓕ…ファクス
Ⓗ…ホームページ
Ⓜ…メールアドレス

登録は
こちらから

「
中
退
共
」
の
退
職
金
制
度
ご
存
じ
で
す
か

　
中
退
共
は
国
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
中
小
企
業

の
た
め
の
退
職
金
制
度
で
す
。

•
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

•
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
、
手
数
料
も
不
要

で
す
。

•
社
外
積
み
立
て
型
な
の
で
管
理
が
簡
単
で
す
。

•
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

詳
細　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
03

－

６
９
０
７

－

１
２
３
４

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
は
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

発
売
期
間　
８
月
11
日
㈪
ま
で

抽
せ
ん
日　
８
月
21
日
㈭

詳
細　
（
公
財
）
北
海
道
市
町
村
振
興
協
会

 

☎
０
１
１
―
２
３
２
―
０
２
８
１

令
和
７
年
度
司
法
書
士
無
料
相
続
登
記
相
談

会
・
相
続
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

　
司
法
書
士
に
よ
る
相
続
登
記
に
関
す
る
無

お
知
ら
せ

受
付
期
間　
８
月
29
日
㈮
ま
で

１
次
試
験　
９
月
20
日
㈯
ま
た
は
27
日
㈯

２
次
試
験　
10
月
16
日
㈭
～
23
日
㈭
の
う
ち

指
定
す
る
日

３
次
試
験　
11
月
15
日
㈯
～
12
月
18
日
㈭
の

う
ち
指
定
す
る
日

・
一
般
曹
候
補
生

応
募
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

※
32
歳
の
者
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
、

33
歳
に
達
し
て
い
な
い
者

受
付
期
間　
９
月
２
日
㈫
ま
で

１
次
試
験　
９
月
17
日
㈬
ま
た
は
18
日
㈭
の

指
定
す
る
日　

２
次
試
験　
10
月
15
日
㈬
ま
た
は
16
日
㈭
の

指
定
す
る
日

・
自
衛
官
候
補
生

募
集
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

※
32
歳
の
者
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
、

33
歳
に
達
し
て
い
な
い
者

受
付
期
間　
９
月
２
日
㈫
ま
で

試
験
日　
男
子
：
９
月
26
日
㈮
ま
た
は
27
日

㈯
の
指
定
す
る
日　
女
子
：
９
月
28
日
㈰

詳
細　
自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

☎
０
１
５
５

－

23

－

８
７
１
８

募　

集

法務省
ホームページ

詳しくはこちら

から から町別陸 町別本



広報あしょろ７月号　№８６７
発　行：足寄町
編　集：まちづくり推進課商工観光室広報広聴担当　
　　　　☎28－3863
〒089-3797　北海道足寄郡足寄町北１条４丁目48番地１
https://www.town.ashoro.hokkaido.jp

ひとのうごき

６月末の住民基本台帳

掲載を希望される方は、役場まちづくり推進課商工観光室・広報広聴担当まで

楯　奏
か な と

斗ち
  ゃ
   ん

� （令和５年７月11日生まれ）

　車愛が止まらない男の子。外遊びもお
散歩も大好き！歌と踊りも好きで覚えた
のを見せてくれて癒されてるよ♡最近は
言葉も増えて驚かされてるよ�すくすく
大きくなってね♡
� 直樹・早紀さ

んの子

今月の表紙

　６月24日㈫に取材した「ラワンブキの青空
教室」でのスナップです。

人　口　　５，８３５　人　（－３)
　男　　　２，８９０　人　（±０)
　女　　　２，９４５　人　（－３)
世　帯　　３，１６６世帯（－１)
※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民

を含んだ数値となっています。

　「うちの人気者」では小学校入学前のお子さんを毎
月２～３人掲載しています。
　兄弟・姉妹で一緒に写っている写真もお待ちしてい
ます！過去に掲載したお子さんも、掲載後１年経過し
ていれば掲載できます！
　掲載を希望される方は、町ホームページの投稿フォ
ームからお申し込みください！
　　お問い合わせは役場まちづくり推進課広報広聴担
当まで。
　　☎２８―３８６３

うちの人気者
投稿フォーム

☆夏季高校野球十勝支部予選では、足寄
高校が１回戦で帯広緑陽高校に悔しく
も敗戦となりました。３年生は引退と
なりますが、試合には２年生も多く出
場していたので秋の大会にも期待がで
きます。

☆足寄町では螺湾ブキの季節となり、先
日取材に行かさせていただきました。
約２メートルにもなる大きさに圧倒さ
れました。

☆皆さんも足寄の初夏の風物詩「螺湾ブ
キ」を味わってみてはいかがでしょうか。


